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消費生活トラブル情報

インターネットで「誰でも簡単に高額収入！」とうたった広告を見つけ、約３０万円で情
報商材とソフトウエアを購入したが、ソフトウエアが起動せず、収入が得られない。どう
したらいいか。

参照先：国民生活センターHP：http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20180802_1.pdf

●トラブルに遭った場合はお近くの消費生活センター等に御相談ください。

●情報商材は契約前に中身が確認できません。怪しいと思ったら連絡してはいけま

せん。

●高額な契約を勧められたり、話が違うと思ったりした場合は、きっぱりと断りましょう。

⇒見守る側の人も、高齢者の家に不審な訪問者が来ていないか、家の中に見慣れな

い封筒や契約書がないかなど、日頃から気を配りましょう。

●クレジットカードでの高額決済や借金をしてまで契約してはいけません。



事故情報

〇市役所職員等をかたり、「保険金の過払い金がある。キャッシュカードを取りに行く
ので用意しておいてほしい」などといった不審電話が下関市内で５件発生しました。

事 例

消費者ホットライン「１８８」 御案内の流れ

郵便番号が分かる 1

郵便番号が分からない 2

○郵便番号（7桁）入力

○固定電話の場合は地域を
選択。携帯の場合は最寄りの窓口へ

お住まいの市町の

消費生活センターや相談窓口

山口県消費生活センターなど

又はを押す

お知らせ 消費者啓発出前講座の講師を派遣します

山口県消費生活センターでは、県内の公民館や学校などで行われる学習
会や会合に、無料で消費者講座の講師を派遣します。

講師の派遣を希望される場合は「講師派遣申請書」をダウンロードして、
郵送・ＦＡＸ・メール等でお申し込みください。

申込日により派遣できないことがありますので、
申請はお早めにお願いします。

山口県警「防犯情報」
～不審電話多発…そして被害発生～

●相手方は、「還付金がある」、「元号が変わりキャッシュカードが使えない」などと
電話してきます。

注意事項

参照先：山口県警「防犯情報」

●うそ電話詐欺の手口です！知らない相手に、通帳やキャッシュカードを渡したり、
暗証番号を教えたりしないようにしましょう。

⇒ そのうち、キャッシュカード手渡した被害 １件、通帳を手渡した被害 １件
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お知らせ 「まなべる」の御紹介

「まなべる」は、専用端
末で消費生活トラブルの
疑似体験ができる体験
ゾーンや、書籍やDVDの
貸出を実施する情報
ゾーンがあります。

体験学習型 消費者教育施設


